
     第 34回 秋田県緩和ケア研究会 のご案内      
 

 

 

 

 

～ プログラム ～ 

《製品紹介》 ｛オキシコドン徐放カプセル「テルモ」｝  テルモ株式会社 

 

 

 

 

 

１． ＰＣＡポンプを使用した通院と在宅移行の 1例 ～薬・薬連携の視点から～  

平鹿総合病院 薬剤科  遠藤 智子 

 

２． 腹腔ドレナージで腹水コントロールを要した在宅緩和ケアの一例  

                                         大館市立総合病院 緩和ケアチーム  三澤 美実 

 

３． オキシコドンによりオピオイド誘発性痛覚過敏（ＯＩＨ）を呈した１例 

市立秋田総合病院 緩和ケアチーム  重臣 宗伯 

 

４．「どうにかして」という患者の対応に無力感を感じた事例 

  市立横手病院 緩和ケアチーム  高橋 麻理子 

 

５． がん患者の継続看護における 「ケア・ノート」 の活用  

由利組合総合病院  福田 麻実 

 

６． がん患者の苦痛スクリーニングについて  ～現状と問題点～ 

能代厚生医療センター 緩和ケアチーム  佐藤 明子 

 

７． スピリチュアルペインを抱える家族のスピリチュアリティとＱＯＬの関連性の検証  

大曲厚生医療センター 緩和ケア病棟  高橋 由佳 

 

８．がんになった父親（１８歳未満の子どもをもつ）の希望と困難に関する文献検討 

                  秋田大学大学院医学系研究科保健学専攻 臨床看護学講座 助教  阿部 祐子  

 

  

 

 

※本研究会は日本医師会生涯教育講座（2単位）を修得しております。（4,10） 

   ※本研究会は秋田県病院薬剤師会生涯研修認定講座（１単位）を修得しております。 

 

共催 秋田県緩和ケア研究会・テルモ株式会社 

 

開会挨拶  秋田県緩和ケア研究会 会長  市立横手病院 院長  丹羽 誠 

総合司会  中通総合病院 薬剤部  吉田 裕一 

座長  大館市立総合病院 外科 部長 大石 晋   

 

 

閉会挨拶  中通総合病院 薬剤部  吉田 裕一 

 

 

日時    ：  平成 28年 10月 29日（土）１６：００～１８：００ 

場所   ：  秋田県総合保健センター 2F 大会議室   

参加料  ：  １，０００円（ただし当研究会会員は無料） 

 



 

 

 

  

 秋田県総合保健センター 

   

         
 

〒010-0874 

秋田県秋田市千秋久保田町 6-6  ＴＥＬ：018-831-2011 

 

【ＪＲ秋田駅西口からのアクセス】 徒歩・約４分  

 

 

 

 

※駐車台数に限りがあります。満車の場合は近隣の（有料）駐車場をご利用ください。 

コインパーキングがあります。（電車・バス等の交通機関をご利用も検討願います。） 

※演題の進行状況により、終了時間が変更する場合がございます。ご了承ください。 

 

 


